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算定において低減率 0.7を乗ずる方法、の 2つの方法が提案され、これらの有効性が示されている。 
 
（博甲） 



















 第 4 章の検討からは、第 3章で示された実験データに基づき、1）レベル 2地震動相当の作用を受
けた改良体の限界水平震度が 0.15～0.28 と 0.2 前後となり、改良体の現行の耐震設計手法で採用さ
れているレベル 1地震動相当の設計水平震度と同レベルとなることを実証的に示し、現行の耐震設計
手法の枠組みの整合性を検証するとともに、2）改良体の位置や改良幅及び地盤条件等の制約を明確
にしながら改良体の作用荷重モデルに関わる 2通りの改良案を示した点において、大きな有用性が認
められる。また、改良体の耐震設計手法の中でその保有性能の明確な評価指標となり得る、改良体の
限界水平震度と残留変位の関係については、データ群に一定の定性的な傾向が見られる一方で、定量
的なモデル構築までには至っておらず、上述したような改良体に関わるパラメータに対する動的挙動
の感度を一層検証していく必要がある。 
【最終試験の結果】 
平成２８年８月１日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員
によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
